
２０１９年２月８日、９日、文化庁、国立映画アーカイブ、上尾に「まちの映画館」をつくる会との共催で
「優秀映画鑑賞推進事業 よみがえる昭和 日本映画名作劇場」を開催しました。２日間で『喜びも悲しみ
も幾歳月』(1957)、『カルメン故郷に帰る』(1951)、『二十四の瞳』(1954)、『野菊の如き君なりき』(1955)の
４作品を上映し、延べ６０８人のお客様にご来場いただきました。
３５ｍｍフィルムでお送りした映画に、当時を懐かしむ声や、次回へのリクエストなど、たくさんの感想を
いただきました。ご来場いただいた方々、スタッフのみなさま、ありがとうございました！


